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高畑遺跡詳細分布調査は、昭和57・ 58年の 2ケ 年に渡り、実施をした。今回の分布調査は須恵

器の窯跡を中心とした、遺跡の範囲確認であった。そのため、昭和57年度は奈良国立文化財研究

所の協力を得て、プロ トン磁力計による窯跡探査を実施 した。昭和58年度はこの磁力計の探査結

果に基づき、窯跡の所在を明確にすべく、数ケ所の珂ヽ トレンチを設定 して発掘調査を実施 した。

その結果、窯の本体にあたる窯体を検出することはできなかったが、焚口を検出でき、窯の位置

が明確 になるなど貴重な資料を得ることができた。

また、周辺の分布調査 も実施 し、十分なものではないが、周知の追跡などについて、時期及び

性格を明確 にすることができた。

埋蔵文化財の保護は、常に開発との関連で取 りざたされる。それは、やはり分布調査が不徹底

であることに起因している。そのため今後とも、高畑窯跡を中心 とした、この地減 について、 日

常的に調査を続けていく所存であ り、関係各位には今後とも絶大なる御協力を得 られますようお

願い致 します。
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1.調査は、安来市教育委員会が、国庫補助を得、昭和57・ 58年の 2カ 年に渡り実施 した。

2 調査地点は、島根県安来市門生町地内で、調査組織は、下記のとおりである。

事 務 局  社会教育課

.     
体育文化係

広江奈智雄 (主事)             ・

調査指導  山本  清 (島根大学名誉教授)

田申 義照 (島根大学教授)

西村  康 (奈良国立文化財研究所)

野津 弘雄 (安来市文化財保護委員)

大森 隆雄 (島根県文化財保護指導員)

卜部 吉博 (島根県教育委員会)

(順不同)

& 遺物整理は、吉田里子、岩佐美津江、原田奈生子、原裕¬、大谷晃二、槙原充昭.永島和広、

沢田陽、長妻久康、丹波葵史、大島尚美、野崎1史子、湯浅政志・ 加藤秀芳・永見英 (安来市教

育委員会嘱託)が行い、またトレースは、吉田、岩佐、原、沢田、野崎、永見が行った。

4.写真撮影は、永島・永見が行った。

駐 本文の執筆および編集は永見が担当した。

6.本書の方位は全て磁北を示す。

7.高畑遺鋏の追物は、安来市教育委員会が保存している。

(敬称略 )
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昭和38年 12月 12日

13日

151日

16日

20日

贈TR59年 二月 10日

1月 11日

12日

13日

19日

20日

1月 23日

24日

3月 5日

6日

7日

8日

15目

26日

3月 27ロ

28日

高 畑 遺 跡 日 誌 抄

軍刈

草刈及び標高移動

■2ト レンテ発掘調査

同止

同上、なお暗褐色土層検出。 彼 原)

雪のたあ発掘調査が窪れる。第3ト レンチ設定 して発掘調査を開始。

45ト レンチ設定、3ト レンチより焚日1検出。表良国立文fLO究所より西

村康氏調査指導。

3ト レンチ完掘、ローリングタヮー組み立てする。

再び 1.2ト レンチ発1掘と

3ト レンチ写真取り、 1・ 2ト レンチ発掘。

ボーリング調査の為の枕打ち

1.2ト レンチ写真どボーリンガ調査の為の航打ち

1.23ト レンチの断面図作成。

地形卿量が不充分な為に測量を再実施。

同上

同上

同上、測量は終りとする。

ボー リング調査

Gト レンチ埋め戻 し。

1.23ト レンチ埋め戻 し。

同上、調査終了
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調 査 概 要

昭和58年度高畑遺跡分布調査は昭和57年度のプロトン磁力計調査に基づき、「高畑窯跡」のう

ち、高畑 1地 区とした部分について発掘調査を実施 した。 トレンチは、 a、 c～ d及 び、西村康

氏の指摘された部分など、 6ケ 所を設定 した。

また、プロ トン磁力計調査によりbと された部分については、 トレンチは設定せず、す ぐ下の

部分が削 られていた部分があったため、そこを清掃することで確認 した。結果は、須恵器はなく

黄禍色の土層が確認できた。この土層は下層である明褐色土層の風化土と考え られ、やはり地山

と考えても良いものである。この部分について、窯跡に付属する施設はないことが明確 となった。

1.2ト レンチ

1・ 2ト レンチは、プロ トン磁力計調査においては、 dと 指摘された部分にあたる。この部分

について、 1カ ×3.4れ の トレンチを設定 した。この部分は窯の灰原の部分であると考え られ、

表土より約 145翻の部分にⅣ層の黒色上が確認される。 1ト レンチPaよ り415れ の 所でこの

上層はなくなる。池側に扇状に広がるものである。厚 さは約50働を測る。 1ト レンチか ら南へ延

びる。その範囲については不明確である。上器は I層の暗青灰色土層から灰原と考えられるⅣ層

か らも出土する。 Ⅲ層の暗褐色土層は巨 より約 2″ の部分が最も高 くなっている。

3ト レンチ

3ト レンチは地形的に見た場合の傾斜の変換す る部

分であ る。この部分について、 1れ X86れ の トレン

チを設定 した。 この部分か らは焚□が検出された。こ

の焚国の南側は炭化物を含む土層があ り須恵器 も合 ま

れている。 この土層は焚口に切 られていることよ り、

焚日が検出された窯跡 は最 も古いものではな く、周辺

に別な窯の存在 を示す ものと考 え られる。

4ト レンチ

4ト レンチは、プロ トン磁力計調査 によるCと され

た部分である。 この部分 について、 1れ X3昴 の トレ

ンチを設定 した。表土 より約 25翻下 に地山が検 出され

たため、窯跡 が所在 しないことが明確 とな った。

5ト レンチ

5ト レ ンチは、 プロ トン磁力計調査 によりaと され
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た部分である。この部分については 1加 ×2れ の トレンチを設定 した。表土より約25翻に地山を

検出した。このことよりこの部分については窯のないことが明確とな った。

6ト レンチ

6ト レンチは、昭和57年 度のプロトン磁力計調査を基に、西村康氏の指摘により、 1確 X2れ の

トレンチを設定 した。この部分には灰を合み、やや黒色を呈する土層が I層に検出された。 しか

し、大きな炭化物の出土がないことにより、焚日とは考えられない。

中

m

地 形 測 量図
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高畑 1地 区 (高 畑窯跡)近 景

灰原 須恵器 出土状況



焚 口付近検 出状況

焚 日付 近 が検 出 され た

3ト レンチ


